
88.野洲郡中主町虫生出土の

銭牽について

はじめに

IlPo:fIl4(1 il!. 6 J J 11 11、l'I'tの改築にあたうていた白jl:

I;lh~f，氏 l立、 J也ド1. 5111 ドのJt!l rl ' から l 例 。) 1il栄涜を t~l:

りwしたが、なんとそのなかには総数 3.900枚をこえ
る ~I~l~がさ'っしりと川￡っていたのである。このよう

な大ほの剣絞め1H!.1よ主わめてまれでゐり 、その資料

li i'i:JT(である。こニに勺11.'lのIIlJ係行にi.，いてそのtIIj:
• j血 と剣鋭、鋭、幻の叙i介を ~J'い、今後の研究にf.~'.益する

ところあらんと臨iうLのである.
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位置
‘.0 f ιt・・令

野洲 1m 中セ阿T!li 'Vi 、野洲川のむ;;~にあうて 、 白 F野t 
川との1，1巾耐1，

た一t伐2付である 十付fのd点lυtは止，野f洲聞町p:縫えをなす3家反鰍川の内
t然?\J)~防が大きな J尺ミ j作ド判l川1川l をつ〈リ情J:問;日削;日i的な炉師託t喰稔をなすカがξ久、

F阿可引fI側J!l悶!羽gcは孟よ<IJ附mけ、本日1Iの 1f，~総.~，の院似がーさわ大きく

~.!.える.

型hlHfllTfI師、すなわ九州釘:人fJij在、あるいは中山道か
らこの付にゼるには、 jぐj<lid;t、jにi官iて副知一|られる r水

I~t御殿」の北 11I1J をはけて 、，Ii代糸川のままの民統を銭

す 'H泌を I'Lî illl し 、 '料必川 を，~えると M:'Mの付である。

また 、 iJWii泣からは判 I t Jl I を北illl し、小iJ~に至る rr~白íj

の mj益 を μ 11'( に京j並すると 、担l'洲川 を~え 、段、西河

1J;(を絞て~.;: .;';j)に七るが、次のトIがはl!J~ である 。

ζの!1l生の付(:1よ止l'I :. t-1IIHが~J~ られ、また 、事l'祉の

続1Iサにある会。ぬ好には 勺ト1:の111"/;';.'i'に伝えられていた
といわれる i刷，1(1，の J札I~$れを L つ地必尊tÆ l急が安哉さ

れている。

Hf，とな勺た!1t'七11 .般(I(Jに.uiのことで、ひいては
鉱物!対係の[人の{{(，:がチ忽!されるが、隣持する木郊

の錦織.~;の錦総 1 : もまた 1'llìoJ!性を陥ぷさせる Lのとい

えよう.

このように!1t'1:.の+わ.高11人々の記憶にとどめぬ普か
らtN・まれ、今日に弔っているとみてよかろう。
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発見の経緯と状況
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1/50，000 

発見の吟rifrlまはじめに L触れたように、 91'tlニI:i:む

白 Jj: 1Ll雄氏℃の球ドであリ、~殺の折に発見された。

その{む町立、!1t'1:の ~S併のllll'中心部にあたり、虫生

神社からi旬へ 100111般の所で与ある.

内 JI・氏の ~bi削工 'l~にとむなう量Jl.r，i によると、 i奈さ 90

C聞の伽1所でJll t;{~政勝が~H!. さ II 、そのうえは為:土によ

って地然が問められていた。そしてJ1!!.1n'I.50111、111

1主奴湖、の1Mからではおよそ60conの深rrrて叫':!lilE 1立法の
立ゥたままで~ê ~.!.をみた.伐に{j. rt':~に該当するものは

なく 、すでにiJe十.が|付制11ニまで人リこんでいたが、本

命・か1111かがt::i:としてIIJ~、ら 1していたと))・えられる 。

その出土!な;伐 を 1I 1/;~米の配的からみ・えると ' 1ニ小説の

そばにあたるとのことであるが、 111M般のm立ιについ
ては 、，j1I，J1tがなさ J ιていないため、そのよ~m、何己;Fl! な

どにわかに1:ilりカeたL、。

いずれにせよ、 仁 'J~ 'I'の所見では数(i-'I'.問のあいだ

{二 、 家の )，~Þ!~ r: ・l'~が一'.[11) あ 勺たことが地1M から明らか

にされており、この 1'.地に代々家が例えられていた J二

とを推定させる
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出土銭

銭をlJ楽diiに納めて11、、るが、ょ'1'にj11!められてい
たうえ 、 l..~を欠いていたため、万干しにおt を jffi したまま

の状態で鈎て需品;，{Iiし一流になってしまっていた.この

ためにQ!ilH "11"や文マ:のlりlらかでないtll:1l.¥なむのが多〈 、
銭のもrmi{，卜分にli，iJ.'4べかわる状態であった。けれど



L 、かつて愛知l:Iばiiì+HI'~I:川内や八日，Ii ili延命.'J'公陥
商犯で発凡された以外に、ょのように ~M刊で多品の銭

がまとまうて一校b，.とわれるニとなく :ILI二した例は絡
であるので以ド~'，:・1二所見をのべてみよう.

発l.biされた即ぬS.ltを，絢べると、 j凶1'tの年代、及び価

111(、ìAi泌総l羽がある ~'n克明らかになるであろうが、 確

定したむのとして今、汀及でさない このためここで

は銭の内谷についてのべてみよう.

銭の大部分1;l 'I'lrH~である.その '1' に N'~県から1L

州のJYi VI~にわた ゥて~iH!.された:l\上銭の中て\数少な

い銭といわれて flìi少11国 Illt をむつtjミ\~(ilU '-j{ ( 11 02iT'-)がi民

じっているのがせいさい4とはなっている。それに加え

て興味をひくのは、iぷI';(/(;'i((1265fド)など、南米後ml

の銭がしばしばiJ~ じ司ていたり、 1心代の2巨大j凶宝(13]0 

1f-)が- fI崎 iJ~ じ 勺ているニとでめる 。 L旬 、 北米 、 11)]銭

の多さに比べてdi米似が押し〈少ないよとは、南米と
の'*'ifo[が押し〈、 IJ.1，:への輸入鋭伐の&(1)/TI":大したに

もかかわらず、その11H見!えかけe凶!低1¥:のなかでもかな

り少なかったことの以11央といえる。

他均、 Jtl¥:ではl't':'Wの鈎Sえがあるにはあったが、鈴
jEしてもyfiど取リJ及いを:，Tじてしまう状態であゥた。
というのは、 j:に紙幣を泌氏にして1削仰をむたせてい
たヵ、らて・ある.

b -i一つif(必?なよと 11.、 '1'1!!:fjijJgJ(鎌iT時代}の通
伐の純Ui と比較して、この!ll~の銭に li 、 1阿銭である

iJ'， ~I;;jlli :iく(13681ド)がきわめて少なく 、1，;1じく永決jiflヨく

(1403 {I'.) 1)'比較的少ないことである なぜ、小1ftの貨

幣流通の日公とむいうべき'~l$~が少ないのかについて

は将米のtJf究をまちたい

た fご、ニょでいえることは、この1'1り後銭の会倒的~
島幸羽lからすると、rrl'ill: riiJlIIJに北米銭がが:)88パーセント、

同後1111に67パーセント余をI'iめ、 ifr世初期lまで北京銭

がj凶flH主のセ{本をなしJ(小!i!li';(抗fll本の1't¥'l'fJ)てい

たと、のべられているように、 '9J客足のi1~じ っている数

が少ないのも、」じ*j~の 11'幣 iJltiW にねける 1出i(~(がIl~{;寄

せず、その泊j乃された II.~JYJが非常にl去かったことを無

言のうちに示しているのではないかとねらう。

銭1'(の内子千ILこれくつ・)~、にして、次 l二1Il!を銭の 1'-1訳

にむける ζ とにしよう 。

総数393411̂1のうち般m，'u'，や文'j':のIIJJらかでない Lの
を|徐<~ I・3807fl^1 、 そのjミなる |付!ÌI{IS次のilUリである。

13f一一 275 ~じよ 2514 lti ii~一- 55 

j[;- 1 '9J- 142 

その{也に明直下.の tリJ~!.下i凶 i~ 'ß~I がiM じっていれば、ま

た日本の'Æ1Ì<:ÎlÚ~ji-伽1 などの文'(:のほ測できる銭らふ

くまれているというれ介である.このように京以降の

会怖の銭l;t、!lとんど制;J{しているとい ヮてよい.そ

して、i.[P'~.年代，jíjJYJ までの~J1H\ l'中心、として、 IJ:戸11事

代初~Jglに j1ri1fされた往JÌ'辿'j( 1 tiをf干むとよろから、

ζの時!!lJ以降にJ'I¥泌されたと1lt)ιすることができる。
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さらに、 fllij数の多い銭をあげると次のようになる。

元~:'ìill京一- 552 1己宋過去一一 481

i熊tFZ花賞一-385 :if;祐過去一一 359

l~fJ )じ通宝一一 269 ~m~元:3i- 202 

:R!~~ ji己主一一 193 lli 'JI-: il: :~ii一一 156

-1I<楽j必5;:一一一 127 政和通宗一一 119

ヲ史的過去一- 99 ~夫総元~i]:- 91 

以上の銭が銭貨として日本会|羽で広<J以 り扱われて

きたよとがこのt.U1Ji:品Sえによ うて干IJI!fJするであろう。
L、ずれにせ上、奈良IIJj・代の初めにiltllJ交として実施を

見た日本の貨幣が、 12世紀じ~'iに阪料 である まI~ 、 手:;の主主

古rUJ(;成るにおよんて'1港iさを停めてしまったことから中

|章作品とのつきあいがうまれたのである。 '1]図鋭との桜
触がふかまる につれ て ~r~司銭の if.1Jm仰jjjlI が向くな う て

いった。こうして似みまnなった"1.1悶銭の倫入i立、fEun
l時代の後期(16'1世紀)までまこと に災大な数訟を日本に

もたらしたことであろう。けれども 、 ~~大な日数の愉

入のわり i二{品、その笑態ははっきりしたものではない。

じっさい~t~1:剣査さ !.Lt.よ rl' 悶 Sえはそんなに 多く はな

い。金問的に発見された報告などからーηえてみて、中

|司ii:ltのひろがりをひろいだすことは|忍草If!である。

今なお、 中悶銭の多くは我々が~trjÍï して い る家や築

決 i二 i!í:ぃ対日 J也 、 幼í:木林、 または iií~!]上、械枇などに矧1 ま

っている!こjisいな L、。 その中にあヮて、中主mr虫'，1=.で
こうした一紙した状態で宝互に納められ多鐙の鋭が，'B土

してきたことは、やはり Æ~な資料という こ とができ

るて'あろう。

m，j疋iill:;i?一一 269
郎通JG:i:-一ー 1 
米通jf;ai:- n 
l.';~化元::if- 36 
βλヘ、

威主11.7己主- 66 

干f符氾京一- 29 

~~iii}!:ì肱- 99 

1ザl道元宗一一 13 
二司令号、

zi叫(:ii!i::1i:- 481 

対 lit!i::ir- 30 
ifドIZ)己主ーー 77 
義弘元京一一 385

JMιÎ~- 359 
m噌i鴎京一一 1 
位~. .:.~. 

見区司~j己注 156 

大観過ごK一一 15 
j1干iliiii::iI一一一 10 
~;:燥を己主一- 9 
"‘ 会
総目提j必ゴケー l 

~~~'fJ~ j.必玄一一ー 3 
~'í 

太sUc'jく一一 I 

“J..:I;'.L 可

i~~ jじ旅 ~ji- 6 

揺j3~;t!iJj:- 2 

太平j必~j，~- 34 

3雪道記広一- 80 

!tt法Iじj.(- 91 
除符泊五一- 59 

天虫干己主一一 193
"屯.(1.令

設ト{j 7乙 ~j:;:- 45 

3.'.干U7L;'-j(- 45 

f似たIi- ;:)1 
~fiJIr: ;必':j<:一一 7 
.1" .~ 'i 
J己笠通~jく一- 552 ，.υ、
f~~~I，~ 7ët~[~- 202 

1じ符j必3):-一一 77 

;+~ )r.i;治家ー一一 1 
政干11通安一一 119

AI筏?じ'j(ー一- 3 

泌総Jë~j{-- 4 
叫泊 jC-- :3 
白甘，~ 、..~. ，<.，. .... 
.ìi1i メ巳J出 ~I ;.-一一- ~J 

f:~ うとj山公一一 7 

銭至宝

高i調ìill~ii:­

]1条元:i:一一
島民法元ゴI一-
iJt ~\j必~iI­
ぜらど 4

γ(I必i必:i;:-

~~i !WI，;!!i二j;:-

。
9 

3 

J3 

? 

P;k千1j元広一一 2 

決定元公一一 l 

会均宗一 l 
，k栄ji!i5f一一 127

1 ~t永通広一一 I 

(右:J '.がj政~ ï~ くお F が:披む新しい。)
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鋭の収められていたニの~~: ::l止、昔話出およそ30酬を，111J

るいわゆる伝説êの銭安1~: と 11干ばれるもので、 本来 fま終業

主l-:_A~Iの必減1118、たとえ ば純伐としてi1' ら れだ した もの

であろう " しかし、到のすiままヮたわずかに外反する

，1 縁{士、その梨!M百111こで 1d~)，.tÅ に|肥厚し 、 このJ!行W. f:Il の

奇??にかなったm;j彩IH去をJli'えるには紋iWiな谷線であっ

たにmìlliぃ、。ただ 、 をr~'陶土によるじi制免州[!:~~~と
して般商品であったのは、その符;j:i二のすnさからくる通
気性であリ、 ~Xめられたやれま11干l放をする よとが官J自Eに

うたからである。このこと はjif!.に、主主を!ti'，総mとして
l収めた j~j 介 、 i続会iの夜jliにょうて、その最初|ニを jJt した

よとでらあろ 1。

なお、収められていた占銭のなかで最も新 しいもの

として泥水通京が含まれていたが、銭王宮lま江戸l時代の

おIJ作にかかるものではなく、箆i日[11キ代i二作らtL、その

のち'ti..永以後に この屋敷下に児殺されたものであり、

百年以上にわたって伝世してきたものとすることがで

きょう 。

時肺
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織物I.;!:、その製作年代と使用期間、そしてu皮楽と煙 たa しかし、これだけ多彼多線て・かつまた多iuの出土
調~年代とにおいてそれぞれ金〈 別の次元として佼箭十l は他に例をみない。 当 lI~j(l)関係者としてともかく報告

ける必裂があるため、当逃跡の銭蕊も製作IHさIUT時代 の義務を来すことになったが、この苧tm.な資料を県尺

で";I， 1)、使用、J収納l時期は江戸11'寺代まで及んでいると の前に1;'1;示された 1:1*付制作氏にあらためて感謝の放を

きえよう。 苦をしたい。な.旬、造物写真{主婦悩滋氏のミfーをわずらわ

6 し、制作には、ζれらをm:ポずる近江風土記の l子資料

むすびにかえて 飴ザ:談員秋日1宇封殺氏のおi.!J:話になった。

県内各地の~ê特I:l~ð，司殺によって古銭の出土i刊は地大し (水野正h子、丸山龍平、白不iiE明)

89.高島郡新旭町針江遺跡

出土の製塩土器

1.はじめに

針江逃閥、{立、出向~ITí新旭町針江に所1r:し 、 1t琶湖;~

より約 1(，11111ど内陸部に位;立する;NJi!!i最大の弥生時代

の逃跡である。ここに紹介する製綴こし1(.if'主、11肝lI5μド

伎のI1J取得制iJ事業に伴う発li¥li鈎殺によって山ニlこしたも

ので、 その).J~P*などについて考えてみたい。

2.製筏主著書

t~'， ('. した製縦士総I.U-.~I士宮11 を仏:失するが、 F長干H与;4.

3cm、JV切れ径5.4cmをiJII)1)、体古111;):5酬はどの紛い?!?れな

に{;l:1'，げている。形態{立、鉛i古11にやや:lL''*をむ勺た脚
おと、外J:.Ijにのびる{本部からな 1)、{本部外I(JIに邸IJ:s
口調おを泌すほかは、全てナデによってttJょげている。

色捌は、灰陥色を笠する。なお、ごr_lMFにニガ，/の村治 遺跡位霞図 I : 25000 

や二次総成をうけたあとはみられなかった。 まさfまな問題をなげかけている。

この:波 r.ü~ =卜総の年代について は、数り!式のよ線が包 まず ζの二上部の 1変われ }jでおるが、淡水i，~Jである銘

含府中に人リ混じった状態で山土して必リ H寺問l附が球、 琶湖では土~~製織は不可能であるし、土終に二次的な

められるが、その上限を弥生時代後J!)JU二/)、阪!問、県 f完成が32、めらltないことから土日2桁波にら別いられて

下においては、野i}IHn;lj!r洲sIJ久野総i立!怖仰jとはほ同時 いない。針iT巡跡の_，:u也が、私irx: ( f!.J40km )や欽f!l(約
1切かやや後tl:l約 ) 、下 |浪を古jj't [l~Í'代fiJ鎖U-.凶 IUT 1 :;え) :~5~m) など1:1 7ド IM:!!!I) に統〈交通の袋簡を ， ' iめているこ

のlI¥jに求めるニとができる。 とから考えて、おそらく日本海jl[l)から}説の述;般的いド

3.小結 縦.h!!)か、あるいは他のこ上22ととらに何らかの周泌が

U[l fll 54il'伎の調査は、水路部分めんの発品J¥であ った あってもたらされたとみるのが妥当であろう。

が、コンテナ切符1以上を数える多誌のこI~.'?詳の:lU:. をみ 同本泌lI!l]から絞|付へのt訴の治ともいうべきili:fJ:にお

ている。しかしその中で、『倒的に製JJi.l.-('.総といえる L いで、 1j.:(9I)を含めて会11制にの製版土器のは1土WIJはわず

のは、わずかに本例 1点のみでんるが、二の斗と lまさ か数伊tlにすぎない(例えl工、 『滋n:文化財研究所月報

5 CIIl 

1968 平成』所収の、j1qBJ弘 rjdlnlirl"f栄町i立制;J にみ
られる⑤の-(:総lよ、おそらく奈良時代に若狭地1;で製

tILに用いられた紛1I司式土総に相~!， すると考える)。製版

土音寺の4tlHおが忠:織的になされているかどうかは別にし

ても、以下谷J也の各IIH¥:の発品1:;il，¥L1d若手守持"1'から製以
土総が会〈見出せないことは、総体的に土日品のljj~ 入が

少ないことにl京区|がJ)とめられはしないだろうか。烈tl;;

ニ1:.r.告が、 iílf. i兵吉11からかな リ lÎJli(れた l付 I~住吉11ででむけ\ :Lす

るという認淡のむと i二、今後製t~-(..絡め有:{(I二 t:i:なが

必裂である。 (事111千友千IJ)
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